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Temporal expression profiling of DAMPs-related genes revealed the biphasic 
post-ischemic inflammation in the experimental stroke model.
Yamaguchi A, Jitsuishi T, Hozumi T, Iwanami J, Kitajo K, Yamaguchi H, Mori Y, 
Mogi M, Sawai S.
Mol Brain. 2020 Apr 7;13(1):57. doi: 10.1186/s13041-020-00598-1.

White matter dissection and structural connectivity of the human vertical 
occipital fasciculus to link vision-associated brain cortex.
Jitsuishi T, Hirono S, Yamamoto T, Kitajo K, Iwadate Y, Yamaguchi A.
Sci Rep. 2020 Jan 21;10(1):820. doi: 10.1038/s41598-020-57837-7.

FUS interacts with nuclear matrix-associated protein SAFB1 as well as Matrin3 
to regulate splicing and ligand-mediated transcription.
Yamaguchi A, Takanashi K.
Sci Rep. 2016 Oct 12;6:35195. doi: 10.1038/srep35195.

Default Mode Network(k(k(Default Mode Networkk(
)))

(
)

((Precuneususus)( recuneuPrP us)



D3

5
Shahrizaila N et al. Lancet 2021              (IF=202.7)
Tahara M et al. Lancet Neurology 2020 (IF=59.9)
Kappos L, et al. Lancet 2018                   (IF=202.7) 
Misawa S, et al. Lancet Neurol 2018       (IF=59.9)
van Schaik IN et al. Lancet Neurol 2018  (IF=59.9)
Howard JF et al. Lancet Neurology 2017 (IF=59.9)
Misawa S, et al. Lancet Neurology 2016 (IF=59.9)
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臨床
と研究をつなぐ

見学歓迎
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真菌医学研究センター

感染症制御分野
Project for Infection Control and Prevention

私達の研究室では、「侵襲性細菌感染症」「呼吸器感染症」「小児」「ワクチン」を

主なキーワードとし、基礎研究～疫学研究と幅広い活動をしています。

ぜひ研究室見学にいらしてください。

学生、社会人、どちらも歓迎します。

千葉大学 真菌医学研究センター 感染症制御分野
教授 石和田 稔彦
E-mail  ishiwada@faculty.chiba-u.jp
TEL  043-226-2799 ( 内線 5941)
HP  http://www.pf.chiba-u.ac.jp/research/project/ishiwada.html



感染生体防御学（寄生虫学）
私私たちは、寄生生物が持つ独特な生命現象を、分子生物学や細胞生物学から探究しています

研究テーマ
1. 寄生原虫の細胞小器官（オルガネラ）の機能および分配機能の解析
ミトコンドリアや葉緑体は、エネルギー産生に重要なオルガネラである。しかし、寄生原虫のオルガネ

ラは機能的にかなり退化しており、その機能の全貌は未解明である。我々は、寄生原虫が持つミトコンド
リアと葉緑体の機能、およびそれらがどのように細胞分裂時に娘細胞へ分配されているかを解明するために、
分子生物学的なアプローチで研究を行っている。

2. 寄生原虫のオートファジーの解析
細胞内の物質は高度に品質管理されており、その破綻は様々な疾患に関与する。例えば、細胞内物質を大

規模に分解するオートファジーの不全は、アルツハイマーやその他の神経疾患に関与する。このオートファ
ジーを行うタンパク質群（ATG）は寄生原虫にも保存されている。しかし、そのレパートリーは哺乳類に
比べて極端に少ない。本テーマでは、細胞の品質管理に重要なオートファジーに着目し、寄生原虫の細胞
恒常性がいかに維持されているかを細胞生物学的なアプローチから解析している。

我々の研究室に参加した学生は、上記研究に触れながら、寄生生物の不思議さと面白さを体験できます。
また、自分なりの学術的な問いを見つける訓練をし、「問う能力」を磨くとともに、研究の醍醐味と楽しさ
も体験します。
研究を通して広い視野を持つ科学的事実に立脚した優れた研究医になる基礎作りをサポートします。

学生たちの目標

ママラリア原虫の分裂様式

赤血球 赤：ミトコンドリア；ATP作らない
緑：葉緑体；光合成しない

疑問：多数分裂時にどうやってオルガネラが
正確に娘細胞に分配されるのだろう？

共同研究：東京大学、東京医科歯科大学、杏林大学、帯広畜産大学、長崎大学、
スタンフォード大学、メルボルン大学、アブジャ大学（ナイジェリア）

場所：医学系総合研究棟７階739室
e-mail: hikosaka[at]chiba-u.jp（彦坂）
HP: https://www.m.chiba-u.jp/dept/infection-hostdefense/

研究の詳細はラボのHPをご覧ください。
興味のある人もない人もいつでも私たちのラボに遊びに来てください！

QQRコードからラボHPへ
アクセスできます

3. 寄生原虫の寄生臓器特異性の解析
寄生原虫は、ヒト体内に侵入すると狙ったかのように特異的な臓器に寄生する。しかし、何を認識して寄

生しているのかは完全に解明されていない。我々は、組織透明化などの最近技術を用いてその解明を目指し
ている。

疑問：これらは一体何をしているのだろう？





et al. J Urol. 2016; 195: 1588-1597.



疾患・病態を単一の切り口ではなく、
「ゲノム・転写調節・エピゲノムなど様々な方向から全体像を明らかにすること」
さらにそれを「1細胞単位で解き明かすシングルセル解析技術」と統合することが

私たちの目指す新しい分子病態解析です。

Singlee celll 解析

“基礎と臨床の架け橋”
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肝臓炎症細胞

ヒト下垂体腫瘍

血管内皮細胞臓器特異性

-発現協調性解析- -CNV解析-

ゲノム解析

ChIPseq // ATACseq

RNAseq

網羅的解析技術の統合による
“俯瞰的な”病態解析の推進

マルチオミクス解析

基礎動物実験
・発生学的特異性
・ストレス応答性

ヒト疾患検体
・腫瘍特異的細胞集団
・自己免疫疾患誘導 自己免疫疾患末梢血

疾患を構成する病態を司る
分子の応答性・細胞連関を
最新技術を用いて解析する

最近の主な業績



https://cpms.chiba u.jp/

https://cpms.chiba u.jp/kids/

https://www.jages.net/
https://chemiless.wixsite.
com/chemiless/

https://hpd.cpms.chiba u.jp/category/projects/
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千葉大学大学院医学研究院 法医学教室

法法医病理学分野
実務においては主に解剖等により正確に死因を判定し
ています。研究では死後の血管造影等を用いた新たな
検査手法の導入について検討しています。

臨床法医学分野
実務においては被虐児や傷害事件の被害者等の診察を
行っています。研究ではChild Death Reviewの試験的
導入などを試みています。

法医画像診断学分野
実務においては生体及び死体のCT画像の診断を行って
います。研究では様々な骨の長さを計測するなどから、
身長の推定法を開発したり、死後CTを用いた死因診断
を行う上でのピットフォールなどを調べています。

法歯科学分野
実務においては身元不明死体の歯科所見を採取し、身
元特定に協力しています。研究では歯牙１本から年齢
推定や薬物中毒などを判定する方法を検索しています。

法遺伝学分野
実務においては様々な資料を用いたDNA検査を実施
し、個人識別を行う他、DNA検査から疾病の有無を
調べています。研究においては突然死を遺伝子から
診断できないか試みています。

法中毒学分野
実務においては死体あるいは生体由来の試料を用い
て薬物の定性・定量検査を行い、中毒の診断に役立
てています。研究では新たな薬物分析方法の開発や、
死体における薬物動態について研究しております。

法医学とは、亡くなった人から様々なことを学び、生きている人に生かすための学問であり、
人々の権利を守り、社会の安全と福祉の向上に寄与することを目的にしています
2014年に設立された法医学教育研究センターでは、以下の6分野で実務、研究が行われています

興味のある方は以下まで連絡をください
教授：岩瀬博太郎
E-mail: iwase@faculty.chiba-u.jp
URL: https://www.m.chiba-u.ac.jp/class/houi/



Kasai H, et al. BMC Med Educ. 2021;21(1):149. 
Yokoh H, et al. The clinical teacher. 2020;17(1):113-114.
Kasai H , et al. Medical teacher. 2020;42(1):73-78. 
Shikino K, et al. Adv Med Educ Pract. 2019;10:483-491.
Shikino K, et al. JAMA Network Open. 2019;2,e1911891.



医学研究院 免疫細胞医学

研究概要

千葉大学大学院医学研究院 免疫細胞医学
教授 本橋新一郎
Email：motohashi@faculty.chiba-u.jp
電話番号：043-226-2828（内線7962）
HP : https://www.m.chiba-u.jp/dept/
medical-immunology/

1.. NKT細胞を用いた免疫療法の開発（医師主導治験・臨床研究）
2.. 担癌状態の免疫抑制解除を目指した免疫療法の開発研究
・免疫抑制分子を標的とした複合免疫療法の開発研究
・免疫抑制に関連する可溶性分子探索とその阻害法の開発研究

最近の業績

研究内容

がんに対して免疫システムが有効に作働するのかという疑問は、免疫チェック
ポイント阻害剤の開発成功によって解消し、現在はどのようにして抗腫瘍免疫
を引き出すかが問われています。私たちは、免疫システムの調節によりがん治
療を行う新たな方法の確立を目指して、「NKT細胞」に注目して基礎研究およ
び臨床研究を実施しています。

Clin. Immunol. 2020
J. Immunother. Cancer 2020
Cancer Immunol. Immunother. 2019
Nat. Commun. 2018
Front. Immunol. 2018
Pediatr. Surg. Int. 2018
Cancer Immunol. Immunother. 2017
Sci. Immunol. 2016

Natural killer T (NKT) 細胞を用いた免疫療法の開発

NKT細胞は、T細胞抗原受容体
としてinvariant鎖を発現し、
抗原提示分子“CD1d”に提示さ
れた糖脂質αガラクトシルセラ
ミド(αGalCer)等を認識します。

・腫瘍免疫学
・NKT細胞 ・免疫細胞療法
・肺癌 ・希少がん

キーワード

《基礎研究から臨床応用を目指して》

NKT細胞は活性化すると、強力
な抗腫瘍効果を発揮することか
ら、がん治療への応用が期待さ
れています。

α

①

α

③②

④ γ
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Biochem Biophys Res Commun. 2022
iScience. 2021
Int J Mol Sci. 2019
Metabolism 2018

tmiki@faculty.chiba u.jp
Tel: 043(226)2030 2

https://www.m.chiba u.ac.jp/class
/physiol/index.html

( )





Am J Respir Crit Care Med. 2008
J Allergy Clin Immunol. 2011
J Immunol. 2012
Int Arch Allergy Immunol. 2013
Int Immunol. 2014
Am J Respir Cell Mol Biol. 2014
Allergy 2017 
J Allergy Clin Immunol. 2017
J Exp Med 2017
J Allergy Clin Immunol. 2019
Allergol Int. 2020

J Exp Med. 2008
Arthritis Rheum. 2008
Int Immunol. 2009
J Leukoc Biol. 2010
J Immunol. 2010
J Invest Dermatol. 2013
PNAS. 2013
Arthritis Rheumatol. 2014
Arthritis Rheumatol. 2014
J Exp Med. 2014
J Allergy Clin Immunol. 2015
Arthritis Rheumatol. 2015
Arthritis Rheumatol. 2015
J Allergy Clin Immunol. 2017
J Exp Med. 2018
J Mol Cell Cardiol. 2019
Clin Exp Allergy. 2019 
Front Immunol. 2020
Cell Mol Immunol. 2020
J Invest Dermatol. 2021
Lupus Sci Med. 2021
PLoS One. 2021



TCR

未熟
胸腺細胞

研究テーマ：
腫瘍免疫に関する基盤研究

CTL 抗腫瘍免疫

研究テーマ：
炎症性疾患の病態解明と
組織修復機構研究末梢

Th1

Th2

Th17

iTreg

アレルギー

炎症性疾患
自己免疫疾患

炎症性疾患
自己免疫疾患

免疫系を負に制御

iNKT

tTreg

正の選択

負の選択

多様性(>1018)に富んだ
TCRレパトア

胸腺：T細胞分化の場

tTreg

CD4T

CD8T

iNKT
γδT

γδT

胸腺

T

自然免疫型T細胞・
Neonatal T細胞
組織常在性

感染免疫・抗腫瘍免疫

研究テーマ：
さまざまなT細胞の
分化と機能研究

免疫寛容

生体内の様々な『T細胞』の発生・分化・機能と免疫疾患発症との関連
について研究しています



カビの長期曝露で誘導
される肺の線維化（赤
矢印）



DNA
Enhancer Infestation

Deptt off Molecularr Oncology

Professor:: Atsushii Kaneda,, M.D.,, Ph.D.
TEL/FAX: 043-226-2039, E-mail: kaneda@chiba-u.jp, URL: www.m.chiba-u.ac.jp/class/moloncol/



研究内容
遺伝子発現の調節がどのようにして
細胞の運命を決定し、胚発生を制御するのか？

連絡先
haruhiko.koseki@riken.jp

たったひとつのゲノムがどのようにして多様な細胞を作り出すのか？

Our research interest (epigenetics)
How does a single genome gives rise to so many types of cells?

One Genome
ひとつのゲノム

Chromatin
クロマチン形成

Many epigenomes
多彩なエピゲノム

Many cell types
多様な細胞

Healthy state
健康な状態

Disease state
疾患状態

私たちのラボは、コロナ禍でも、世界中の共同研究者と繋がっています

COVID19 has not stopped our connection with the world

Koseki Lab 
RIKEN

Dai Lab
China

Xie Lab
China

Singh Lab 
Russia

Peters Lab
Switzerland

Malek Lab
Germany

Brockdorff Lab
UK

Klose Lab
UK And many more

Balling Lab
Luxembourg

Lorincz Lab
Canada

Defossez Lab
France

千葉大学大学院医学研究院
先端研究部門 細胞分子医学（教授：古関明彦）

当ラボの特徴：国際的な環境で多彩な研究ができる

Diverse research & international atmosphere 

講師大日向康秀
Yasuhide Ohinata

非常勤講師
Jafar Sharif

技術専門職員
更屋敦則
Atsunori Saraya





MRI

https://researchmap.jp/HamadaH
hamada.hiromichi@chiba-u.jp
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Email: y-gotoh@chiba-u.jp
HP: http://www.pf.chiba-u.ac.jp/project_symbiosis/

Cell Host Microbe
Front Immunol

Microbiol Immunol
Nat Immunol
Sci Rep
Science
Immunity
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1.
2.

3.

Nakahashi-Ouchida R. et al., Trends Mol Med 2023, 
Adachi T et al., Allergy 2022 Kamioka M et al., PNAS 2022
Zhang Z et al., Eur J Immunol 2022, Front Immunol 2022,
Takasato Y et al., Mucosal Immunology 2020,
Matsumura S et al., Scientific Reports 2020,
Kurashima Y et al., Front Immunol 2019, Nat Commun 2021, 
Anne Rev Immunol 2017, Immunity 2014,
Takemura N et al., Sci Trans Med 2018

2021

2021

3. 

Yosuke Kurashima
E mail: yosukek@chiba-u.jp

http://m.chiba-u.jp/class/innovativemed/index.html

Innovative
Medicine

1.

2.

@KurashimaLab



Tissue mac 1
Tissue mac 2
Ccr2+ tissue mac
Cx3cr1hi mac
IFN mac
Tnip3hi mac
Ly6a+ mac
Ly6c2hi mac
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抗ウイルス応答の促進
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難治生疾患は治療継続が必要 病原性前駆細胞が原因？？

肥満におけるTh17バイアス
と脂質合成の相関


